
　 建設部　道路建設課

　　意見・提案総数 ： ２０９件　（のべ１,４１６名） 【大北地域　121件　（のべ1,289名）】

 大町市 34 件 のべ 899名

【松本・安曇野地域 84件 （のべ123名）】  池田町 3 件 のべ 3名

 松本市 6 件 のべ 6名  松川村 13 件 のべ 13名

 安曇野市 77 件 のべ 116名  白馬村 14 件 のべ 317名

 波田町 1 件 のべ 1名  小谷村 57 件 のべ 57名

【その他地域　4件　（のべ4名）】

 その他 4 件 のべ 4名

地域高規格道路　松本糸魚川連絡道路に寄せられたご意見・ご提案と回答について

意見・提案総数

209件

松本・安曇野地域
意見総数

84件

大北地域
意見総数

121件

【その他の地域】
意見総数　4件

ルート案に対する意見

【 全 体 】

② 豊科ルートを支持　4件（1.9%）

③ 波田ルートを支持 1件（0.5%）

④ 道路建設に反対　2件（1.0%）

① 豊科北ルートを支持　167件（79.9%）

⑤ ルート支持の表明なし　35件（16.7%）

【 地 域 別 】

① 69件（82.1%）

② 1件（0.8%）

① 96件（79.3%）

【松本・安曇野地域】 【大北地域】

② 3件（3.6%）

③ 1件
（1.2%）

④ 2件
（2.4%） ⑤ 24件（19.8%）

⑤ 9件
（10.7%）

　■ 起点について、全体意見の約８割が県の一番有利とする豊科北インター（仮称）を支持している。
　■ 松本・安曇野地域、また大北地域とも約８割が同様に豊科北インター（仮称）を支持している。
　■ 松本・安曇野地域からは、建設コストが安いことを評価する意見が多い。
　■ 大北地域からは、大町以北（雨中地区を含む）のバイパス化、また冬期の安全対策を望む意見が多い。

意見・提案の総数と地域別内訳

■　豊科北ルートを支持
■　その他意見

2件
2件
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　 建設部　道路建設課

　意 見 ・ 提 案 総 数 209 件

　　　うち　電子メール、電子申請　提出 33 件

　　　うち　ファクシミリ　提出 149 件

　　　うち　手紙 20 件

　　　うち　持参提出 7 件

13 件

20 件

23 件

27 件

57 件

0 10 20 30 40 50 60

現道利用による整備

４車線、自専道等の規格での整備

冬期の安全対策

建設コストが安いことを評価

大町以北、雨中地区のバイパス化

2  件

5  件

5  件

6  件

16  件

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

大町以北、雨中地区のバイパス化

波田起点に反対

現道利用に賛成

地域との意見交換・協議をすること

建設コストが安いことを評価

7 件

11 件

16 件

23 件

55 件

0 10 20 30 40 50 60

全線のバイパス化

建設コストが安いことを評価

４車線、自専道等の規格での整備

冬期の安全対策

大町以北、雨中地区のバイパス化

（件）

主な意見

【 全 体 】

（件）

（件）

【 地 域 別 】

【松本・安曇野地域】

【大北地域】

上記以外の主に寄せられた意見

　■　地域との意見交換・協議をすること
　■　全線のバイパス化
　■　波田、安曇野地域の生活道路整備
　■　豊科北インター起点側からの優先整備

意見の提出方法

　■　波田起点に反対
　■　雨中地区の優先整備
　■　高瀬川左岸道路の整備

９件
７件
４件
１件

　８件
　７件
　２件
　  など
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建設部　道路建設課

ご意見・ご提案の主旨 回　　答

・大北地域のバイパス化及び
　災害時等の代替路線の
  確保について

　大町以北、特に小谷村以北の災害時等の代替路線の確保はこれまでも
強く求められている課題です。
　今回お示ししたルート案については、既存の道路をできる限り活用するこ
とを基本として検討する中で、目標である概ね時速６０km/hのサービス速
度の確保が可能であることから、高瀬川右岸道路以北について現在の道
路を利用するとしています。
　代替路線の確保については地域の課題として残されており、今後検討し
ていく必要があると考えています。

・大町市街地、白馬村中心部の
　バイパス化について

　今回お示しした大町市街地、白馬村中心部のルート案については、ひと
つの案として、主要な交差点の立体化等により、現在の道路を利用すると
していますが、今後バイパス化を含め検討していきたいと考えています。

・小谷村雨中地区の
　バイパス化について

　雨中地区については、バイパス化を含め現在調査・検討をしています。

・波田、安曇野地域の
　生活道路の整備や
　渋滞対策について

　地域高規格道路として高速性の確保が求められる「松本糸魚川連絡道
路」のみによってそれぞれの地域の課題を同時に解決する事は、その性格
上困難であり、個別の視点から今後対策を検討する必要があると考えてい
ます。
　特に、波田・安曇野地域を含む松本圏域の幹線道路網については、現在
実施している「松本都市圏総合都市交通体系調査」の中で位置付けていき
たいと考えています。

・波田ルートに反対

　今回、松本糸魚川連絡道路については、長野自動車道などの高規格道
路と一体となり、広域的なネットワークの形成と県外との交流拡大や地域の
連携を担う地域高規格道路として検討する中で、既存の道路をできる限り
活用することを基本として考え、道路構造や地域の課題への影響、建設コ
スト、ネットワーク機能など総合的に判断し、豊科北ルート案を一番有利と
評価しています。

・新たな道路建設に反対

　県内各地の道路利用者の皆様からは、渋滞対策や生活道路の安全確保
など、様々な課題や多岐にわたるご要望が寄せられており、県内の道路整
備はまだまだ必要であると認識をしています。
　大変厳しい財政状況の中ではありますが、必要な道路整備については
「選択と集中」によって、より効率的、効果的に進めていきたいと考えていま
す。
　松本糸魚川連絡道路については、既存の道路をできる限り活用すること
を基本として検討する中で、高瀬川右岸道路以北について現在の道路を利
用するとしています。

ルートについて

主なご意見・ご提案に対する回答

　今回、２００件を超えるたくさんのご意見・ご提案をいただきました。
　主なご意見・ご提案に対する回答は次のとおりです。なお、個別のご意見・ご提案につきまして
は、別紙により回答をお示ししています。
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建設部　道路建設課

ご意見・ご提案の主旨 回　　答

・自動車専用道路、
　制限速度８０km/h、
　４車線での整備について

　今回お示ししたルート案は、既存の道路をできる限り活用することを基本
として検討する中で、主要な交差点の立体化等により、目標である、概ね時
速６０km/hのサービス速度の確保が可能であることから、高瀬川右岸道路
以北について現在の道路を利用するとしています。
　現在利用している道路を自動車専用道路や制限速度を８０km/hにするこ
とは、従来の沿道施設や住宅へのアクセス性、利便性を損なうこととなるた
め、地域の方々の了解を得ることは難しいと考えています。
　また、車線数については、交通量の多い市街地などの一部区間を除き、
原則２車線での対応を考えています。

・冬期交通の安全確保について
　道路の除排雪や融雪剤の散布を適確に行うとともに、特に冬期交通の
ネック箇所等については、今後対策の検討を行い、冬期の安全な交通の確
保に努めていきたいと考えています。

・ゆずり車線の整備について
　ゆずり車線の設置については、サービス速度の確保のため、その必要性
や可能性も含め検討していきたいと考えています。

・既存の道路の
　活用・改良について

　今回のルート案は既存の道路をできる限り活用することを基本とし、高速
性の確保を図るとともに、地域への影響に配慮し、より実現性の高いルート
を選定させていただきました。
　既存の道路の改良については、今後調査を進める中で、必要なものを検
討していきたいと考えています。

・三川合流部付近の
　環境への配慮について

　三川合流部付近が自然豊かな場所であることは十分認識しており、今
後、湧水・地下水や野鳥などの事前調査を十分行うとともに、環境への負
荷がより少ない工法を検討していきます。

ご意見・ご提案の主旨 回　　答

・早期の工事着手・完成について

　現段階では事業化の時期は決まっていませんが、皆様から早期整備に向
けてご要望をいただいておりますので、今後、皆様のご意見、さらなる調査
や関係機関との協議、地域の合意形成などを総合的に踏まえる中で、事業
化に向けて努力していきたいと考えています。

・小谷村雨中地区の
　優先整備について

　雨中地区の課題については十分認識しているところであり、バイパス化を
含め現在調査・検討をしています。
　今後、整備については、松本糸魚川連絡道路全体を見据える中で、調査
結果や地域の合意形成等も踏まえ判断していきたいと考えています。

・地域住民の意見の
　尊重について

　今後、整備に向け調査・検討を進める中で、各段階におきまして必要に応
じて地域の皆さんへの説明を行い、ご意見を伺ってまいります。

道路構造などの課題

整備の進め方について
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